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時 とき省略記号 期 期間 場 ところ 講 講師 対 対象 定 定員 ¥  参加費 持 持ち物 申 申し込み 問 問い合わせ内 内容 F  FAX  メール 他 その他

問 

申
介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室

（
☎
75
‐
８
９
３
５
）
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室

村
上
市
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
通
知
を
送
付
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
５
５
１
９
３

　

令
和
４
年
12
月
か
ら
令
和
５
年
11

月
ま
で
の
診
療
分
の
医
療
費
通
知
を

２
月
に
送
付
し
ま
す
。
確
定
申
告
の

際
の
医
療
費
控
除
の
添
付
書
類
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。
な
お
、
令
和

５
年
12
月
診
療
分
な
ど
医
療
費
通
知

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
領

収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
は
、
村
上
国
保
に
加

入
し
て
い
る
全
員
分
を
、
世
帯
主
様

あ
て
に
送
付
し
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
な
ど
の
理
由
か
ら
、
世
帯

員
個
別
で
の
送
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、
12
月
22
日
㈮
ま
で
に
本
人
確
認

が
で
き
る
証
明
書
を
持
参
の
う
え
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
以
前
に
申
し
込
ん
だ
場
合
は
不
要

問 

申
保
健
医
療
課
国
保
室
（
☎
75

‐
８
９
３
１
）
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
地
域
福
祉
室

家
族
で
話
そ
う
、 

み
ん
な
の
交
通
事
故
防
止

記
事
ID　
０
０
６
８
０
７
４

　

県
で
は
、
昭
和
53
年
か
ら
毎
月
10

日
を
「
交
通
安
全
家
庭
の
日
」
と
制

定
し
、
県
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は

「
い
つ
」「
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
」
起
こ

る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

家
族
み
ん
な
で
、
交
通
事
故
防
止
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
生
活
人
権
室

　
（
☎
53
‐
３
３
６
３
）

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

保
険
料
は
、
年
金
機
構
か
ら
送
ら

れ
る
納
付
書
で
、
金
融
機
関
や
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
、
便

利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
延
滞

金
が
発
生
し
た
り
、
納
付
義
務
の
あ

る
方
の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

収
入
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
新
発
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２

８
）ま
た
は
市
民
課
市
民
年
金
室
、

各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
室

水
道
管
凍
結
に
ご
注
意
を

記
事
ID　
０
０
５
０
４
７
９

予
防
策

・�

屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に

は
、
保
温
材
な
ど
を
巻
く

・�

長
期
不
在
の
場
合
は
、
休
止
の
手

続
き
を
す
る

凍
結
し
た
ら

・�

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
ゆ
っ
く

り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
す

破
裂
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

・�

普
段
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

位
置
を
確
認
し
、
ボ
ッ
ク
ス
内
に

あ
る
止
水
栓
を
操
作
で
き
る
状
態

に
し
て
お
く

・�

常
時
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合

は
、
止
水
栓
を
閉
め
て
お
く

破
裂
し
た
と
き

・�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓

を
閉
栓
後
、
市
指
定
の
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
す
る

問
上
下
水
道
課
業
務
室

　
（
☎
66
‐
６
１
９
０
）

雪
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
防
止

の
お
願
い

　

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・�

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
や
メ
ー
タ
ー
周

辺
、屋
外
設
置
の
給
湯
器
な
ど
は
、

雪
に
埋
も
れ
な
い
よ
う
に
除
雪
す

る

・�

屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
周
囲

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
に
も
注
意
す
る

・�

排
気
筒
や
吸
気
口
が
雪
で
ふ
さ
が

れ
た
り
、
排
気
筒
に
破
損
が
な
い

か
点
検
す
る

　

※�

ガ
ス
漏
れ
や
燃
焼
器
具
に
異
常

が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
器

具
の
使
用
を
中
止
し
、
取
引
の

あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

問
（
一
社
）
新
潟
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
☎
０
２
５
‐
２
６
７
‐
３
１
７

１
）

寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
「
障

害
者
控
除
」
に
つ
い
て

記
事
ID　
０
０
４
４
５
２
０

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
確
定
申
告
時
に
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
提
示
す

る
と
所
得
税
（
住
民
税
）
の
所
得
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

認
定
書
が
必
要
な
場
合
は
窓
口
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便

で
も
請
求
で
き
ま
す
。

対
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
要
介
護
認

定
者
で
、
体
ま
た
は
精
神
に
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

65
歳
以
上
の
人

他
交
付
さ
れ
た
認
定
書
は
、
心
身
の

状
況
に
変
わ
り
な
け
れ
ば
翌
年
以

降
も
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

冬本番を迎える前に冬道運転の心構えや準備を進めましょう
記事ID　0001748

〈有料広告〉

新潟県交通災害共済
お見舞金の請求はお済みですか？
お見舞金の請求期間は交通災害を受けた日から
起算して「１年以内」です。もう一度ご確認を！
【問い合わせ】
　新潟県市町村総合事務組合　村上市事務所
　（市民課生活人権室内 TEL53-3363（直通）
　　または各支所地域振興課市民生活室）

〈有料広告〉

■対�次のいずれかに該当する世帯で、老齢、病弱な
どにより除雪作業ができず、除雪の援助が受け
られない、除雪費用の調達が困難な世帯の人
　・�おおむね65歳以上の高齢者単身世帯および高
齢者のみの世帯で、市民税非課税または均等
割のみ課税世帯

　・�障がい者手帳などの交付を受けている障がい
者単身世帯または障がい者のみの世帯および
障がい者と高齢者の世帯で、市民税非課税ま
たは均等割のみ課税世帯

対象となる除雪の範囲と支給額
■内�対象者が居住している家屋屋根の雪下ろしまた
は屋根の雪下ろしに伴う排雪作業
■￥１回につき上限１万円（同一年度中３回まで）
■内�玄関から道路までの避難路確保のための必要最
低限の除雪
■￥１回につき上限1,000円（同一年度中３回まで）
■申�３月29日㈮までに民生委員・児童委員にご相談
のうえ、「申請書」と「領収書（または請求書）」
を担当窓口に提出してください。
■他�民生委員・児童委員が分からない人や、民生委
員・児童委員のいない地域の人は、ご連絡くだ
さい。
■問�介護高齢課高齢者支援室（☎75−8935）また
は各支所地域振興課地域福祉室

一人暮らしの高齢者などの屋根の雪下ろしや
玄関先の除雪費用の一部を助成します

記事ID　0046689
　温かい場所から寒い場所へ移動した際に、その
気温差で脳や心臓などに悪影響を及ぼす現象が
ヒートショックです。
　寒い脱衣場や浴室など急激な温度差が生じる場
合や寒いトイレで排泄する際、力いっぱいいきむ
など、急激に血圧が上昇するような行動は危険が
伴いますので注意が必要です。特に、入浴中の急
変は溺水や溺死など重大事故に繋がりかねませ
ん。自宅で高齢者が入浴する際は、小まめに家族
が声かけをするなど見守りをお願いします。
【安全に入浴するための注意点】
・�入浴前に脱衣場や浴
室を暖める。
・�湯温は41度以下、湯
につかる時間は10分
までを目安にする。
・�浴槽から急に立ち上
がらないようにする。
また、立ちくらみに
気を付ける。
・�食後すぐの入浴、飲
酒後や医薬品服用後の入浴は避ける。
・�入浴する前には、同居者に一声かけて意識して
もらう。
■問消防本部警防課救急係（☎53−7223）

ヒートショックにご注意ください！
記事ID　0071285

　このほか、路面に薄い氷の膜ができ濡れた路面
のように見えるブラックアイス、暖かい日の日陰
や橋の上は滑りやすい路面状態であることが多い
ため走行には注意が必要です。また、積雪時にで
きるわだちや凸凹ではハンドルを取られたりする
ことがあるため、速度を落として走行しましょう。

　冬道の運転は、少しの判断の遅れや操作ミスが
重大な事故に結びつきます。スタッドレスタイヤ
やタイヤチェーンの装着はもちろんですが、安全
な速度と車間距離を保ち、慎重な運転を心がけま
しょう。
【冬道走行のポイント】
・�発進時の急なアクセル操作はやめ、徐々に踏み
込む。
・�ブレーキペダルを踏む力を調整し、タイヤをロッ
クさせないようにする。
・�アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）や
横滑り防止装置などを過信せず慎
重な運転を心がける。
・�交差点付近では前車の動きだけで
はなく後続車両にも注意する。
・�スリップの原因となる急ブレー
キ、急ハンドルはやめる。
■問市民課生活人権室（☎53−3363）

12月11日㈪～ 20日㈬は
「冬の交通事故防止運動」の期間です

　年末が近づくと人や車の動きが慌ただしくな
り、また冬型の気候や飲酒機会の増加などによ
り交通事故の多発が懸念されます。交通ルール
を守り、正しい交通マナーと安全運転を心がけ
ましょう。
スローガン「冬道は 心の余裕と 車間距離」
○運動の重点
「横断歩行者等の交通事故防止」「飲酒運転の根
絶」「冬道の安全走行」


